
第２学年 音楽「おまつりの音楽をつくろう」



【授業の概要】

本単元は，リズムやかけ声を作って，拍の流れにのって表現する

ことを目標としている。そこで，既習曲「村まつり」を歌ってお祭

りらしい音楽に親しんだ後，今までの音符の長さの学習をプログラ

ミングで復習した。その後，お祭りの太鼓のリズムをカードに書き，

実際に締太鼓で演奏して音楽作りを楽しんだ。

【プログラミングを取り入れた効果】

本授業では，プログラミングを取り入れる効果を，音符の長さを

視覚的・直感的に理解できることと考えた。例えば，二分音符が四

分音符二つに変わるというプログラムを作成したとする。このとき，

二分音符 1 つの長さは四分音符２つ分と同じであるということが実

感できると考えた。

実際に授業で音符の長さについてのプログラミングを取り入れた

ところ，クリックを繰り返して，「全音符も四分音符も全部八分音符

になった！」と面白がりながら，活動をしていた。また，後のリズ

ム作りの活動で「1 マスが 1 拍だから，この部分はタンかタタが入

る」など，音符の長さを意識して 16拍に収まるリズムを作ることが

できた。さらに音符の部品を自分で作ることで，後の活動で音符を

書くことに対する抵抗が少なくなるという効果もあったと思う。

プログラミングをこの学習に取り入れることで，今までのリズム

唱や手拍子に加えて音符（楽譜）からも音の長さを実感することが

できた。自分の表現したいリズムを楽譜の形で書き残せるようにな

り，書いた音符を「変身」させてリズムを変化させていくことで，

より自分の思いに近いリズム作りができるようになったと考えてい

る。

【授業を終えて】

本単元では，プログラミングを復習として取り入れた。Viscuit を使って音符の長さを表現すること

で，既習の内容を思い出すとともに，ゲーム感覚で音符の長さを考え，表すことができた。この活動

をすることで，後のリズム作りを円滑に，かつ児童の思いに近いものになったと思う。リズム作りを

する際に，「この部分を変身させるならこんなリズムだったらいける」「ここはあと１マスやけん八分

音符２つかな」などと考え，手拍子でリズムを確認しながら音符を書いていた。このように決められ

た条件の中で考えたり，試行錯誤したりしながら思考を積み重ねていくことは大きな学びにつながっ

ていくと考えている。このような経験が「プログラミング的思考」につながっていき，その考え方や

姿勢を低学年のうちから楽しみながら身につけていけるようにしたい。

今後の課題としては，プログラミングの活動とその後の活動で児童の意識が直接的にはつながって

いなかったことがある。プログラミング学習で学んだ内容がより効果的になるような授業準備や工夫

をしていきたい。


